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まず始めに、第2四半期の総括について  
ご報告いたします。 
 

2012年3月期第2四半期における業績は  
既存店が順調に推移し、8月5日に発表した 
修正計画を上方修正して着地いたしました。 

 

重要指数である挙式披露宴単価は前年から
の上昇基調を継続し、既存店において前年と
比較すると約10万円の増加となりました。 

 

また、ホテル提携案件や新規店舗の業績も
堅調に推移し、成長への足固めが進んでおり
ます。 
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連結業績計画と実績値との差異のご説明 
です。 

 

第2四半期連結累計期間の営業利益は、   

期初に発表した計画△140百万円を8月5日 
に0円に上方修正いたしましたが、     
実績値は その計画を更に上回り、    
186百万円となりました。 

 

経常損益は修正計画を249百万円上回り、
△50百万円、四半期純損益は修正計画を  
301百万円上回り△98百万円となりました。 
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連結損益計算書の概要です。 
 

第2四半期連結累計期間におきましては、 
既存店の業績が順調に推移し、      
すべての項目において計画を上回る    
結果となりました。 
 

売上高は22,099百万円となり、前年同期と
比較して320百万円増加し、1.5%の増収と 
なりました。 
 

今期は事業基盤構築の最終年度として  
人材及び商品・サービス力強化への投資を 
継続するとともに、中長期的な成長に向けた
投資を行っております。一方で効率的な  
運営を進めた結果、販管費は11,659百万円
（計画比 -140百万円）となりました。 
 

その結果、営業利益は186百万円（計画比 
+186百万円）、経常損益は△50百万円   
（計画比 +249百万円）、四半期純損益は
△98百万円（計画比 +301百万円）と    
なりました。 



続きまして国内ウェディング事業の売上高の 
内訳をご説明いたします。 
 

直営店は、東日本大震災の影響が懸念されたも
のの、取扱組数は計画通りに進捗いたしました。 
 
挙式披露宴単価は前年同期と比較して95千円増
の3,953千円となり、上昇基調が続いております。  
これは営業提案力の向上や、受注進捗の順調な 
推移によるものであります。また、緻密なマーケ
ティング活動による地域特性に応じた施策を展開
したこと、クオリティを高めた料飲メニューや付
帯商品の拡充を行ったことも寄与いたしました。 
 
業界では画一的なパッケージプランや過当な価
格競争が展開されておりますが、当社は挙式披露
宴単価を重要指標と捉え、今後も、一組一組のお
客様の想いをくみ取った、クオリティを重視した
挙式披露宴の実現にこだわり続けてまいります。 
 

以上のことから、直営店の売上高は    
18,019百万円となりました。 
 
プロデュース型は、当社のプロデュース力を活
かし、様々な個性とブランド力を有するレストラ
ンとの提携に加え、ビルイン施設のプロデュース
及びホテル婚礼受託をスタートしております。 
 

その結果、平均単価は前年同期と比較して  
66千円増の2,824千円となり、売上高は954百万円
となりました。 
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売上総利益及び営業利益に係る項目の内訳
についてご説明いたします。 
 

売上総利益は、取扱組数及び挙式披露宴単
価が順調に推移した結果、前年同期との比較
では165百万円増加し、11,846百万円となり
ました。 
 

また、今期は人材及び商品・サービス力 
強化への投資を継続するとともに、中長期的
な成長に向け、新規出店及び新規提携案件に
ついて先行投資を行っております。その一方
で効率的な運営を進めた結果、販管費は
11,659百万円（計画比 -140百万円）となり
ました。 
 

この結果、営業利益は186百万円となり、 
8月に発表した修正計画を上回る水準を   
確保いたしました。 
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経常損益及び四半期純損益に係る項目の 
解説です。 
 

営業利益が計画を上回ったことから、経常
損益は△50百万円（計画比 +249百万円）、
四半期純損益は△98百万円（計画比 +301百
万円）となりました。 
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連結貸借対照表の資産の部の解説です。 

 

総資産は45,402百万円（前会計年度末比 

+768百万円）となりました。 

 

震災の影響を考慮し、手元資金の流動性を
確保した結果、現金及び預金は5,024百万円と
なり、前期末との比較では930百万円の  
増加、前年同期との比較では908百万円の 
増加となりました。 

 

今後キャッシュポジションの適正化を  
進めてまいります。 
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連結貸借対照表の負債・純資産の部の解説
です。 
 

前述のとおり、震災の影響を考慮し、  
手元資金の流動性を確保したため、一時的に  
有利子負債は増加しております。 
 

今後キャッシュポジションの適正化や、 
資産の効率化を推し進めることで、計画的に
有利子負債は圧縮できる見込みであります。 
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